
生成A1活用術

東京税理士会麹町支部ICT研修会

2025年10月8日

東京税理士会デジタルシステム部

菅沼俊広



目次

1.生成A1活用の必要性

2.生成A1活用実践例



1.生成A1活用の必要性

2



国税当局を取り巻く環境の変化

法人数や戸斤得税の確定申告件数の増加、経済社会のデジタル化・グローノVレ化の進展により国税当局を取り巻く環境
が急速に進展する一方、国税当局の職員数や予算額は子れほど増加していなしⅥ犬況。
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国税当局を取り巻く環境の変化
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340万法人

プラットワオーマーを介したシエアリングエコノミー
ギグエコノミーなど、働き方や収入の多様化
暗号資産取弓1の活発化

デジタル技術の進展による国際的な経済活動の多様化
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56,315人

第3回経済社会のデジタル化への対応と納税環境整備に関する専門家会合(2025年6月11日)資料より
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令和7年度の予算額1こはデジタル庁一括計上分を含む

経済の環境変化による
税務行政上の課題は増加

1,564億円

(令和6年分)
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国税当局を取り巻く環境の変化

0 事業者の方が日頃行う事務処理にっいて、①請求や決済のやり取りがデジタルデータで行われ、②当該データ
が変更等されず保存されるとともに、③仕訳もデータ連携により記録され、④そのデータが税務申告.ネ峅兇まで
連携されるような場合、人手による入力作業が介さないため、事業者の事務負担の軽減等や税務コンプライアン
スの向上を図ることが期待される。

0 令和7年度税制改正においては、上記①~③までに対応した制度(デジタルデータによるシームレスな処理に
資するための電子取引データの保存制度の見直し)が新設されたところであるが、当該措置の周知広報を含め、
デジタルシームレスの普及に向けて引き続き積極的な取組を進める。'

国税庁が目指す方向性

~取引から会計・税務までのデジタル化(デジタルシームレス)の普及~

■デジタルシームレスの効果

取引発生
(請求書到テ・領収妻受領)

現状

持騨孝・

デジタル

化後

^手作業

書面・PDF

第3回経済社会のデジタル化への対応と納税環境整備に関する専門家会合(2025年6月11日)資料より

甬

保存

^

^、

テジタルデータ

送推
スキャン・AI-OCR

記帳

(出典:令和6年11月B日第1回経済社会のデジタノⅢヒへの対応と納税環境整備に関する専円家会合財務省提出資料場抜粋.一夘加工)

^、帆

現金・ATM振込

鬼1.、^

消込信e帳

通帳から手作業による消込

申告濠内付

郵送,窓口提出
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相続税もA1が調査へ国税、申告漏れスコア化で狙い絞る

国税当局は今年夏から実施する相続税の税務調査などに人工知能(ADを活用する。相続税の申告書や財産状況が分かる資料
などをA1で分析、申告漏れの可能性をスコア化して、調査対象者の選定を行う。2025年は団塊の世代がすべて75歳以上になり
相続件数も大幅に増えていくと見込まれる。専門家は「納税者側も入念な準備が必要になってくる」と指摘する。

国税庁によると、A1での分析対象となるのは23年に発生した相続事案が中心になるという。相続税調査は相続が生じた後、一定
期間を経てから実施されるのが慣伺けξ。゜'

具体的には、相続税の申告書や一定規模以上の資産を持っ人が提出する財産債務調書、海外送受金を記録した資料、生命保
険の一時金の支払調書、金地金を売却した際の支払調書などをA1で分析する。過去に相続税で申告漏れなどが生じた案件から
不正や申告ミスが生じる傾向を見っけ出し、A1分析のためのデータとして活用する。

分析結果に基づき、申告漏れのりスクを被相続人(亡くなった人)ごとに1~0の間でスコア化する。1が最もりスクが官く、実際に
自宅などの調査を行う優先順位が高い対象となる。分析作業は国税庁が行い、最終的には各地の国税局や税務署の担当者が
対象者を選定する。"ー

A1で相続税調査の狙いを絞る

日本経済新聞 2025年3月14日より

国税庁がA1でデータを分析
申告漏れりスクをスコア化

各納税者の相続税申告書や過去の
所得税の申告書、国内外の財産に
関する様々なデータ

過去に相続税の申告
口漏れが生じたケース
^

の統計分析

各地の国税局や
税務署がスコア
などを基に実地
調査先を選定
L_

0

(りスク低)

0.5
(りスク中)

(りスク官)

実地調査で申告漏れ
なとをチ1ツク
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相続税もA1が調査へ国税、申告漏れスコア化で狙い絞る

国税庁の担当者は「これまでべテラン職員の経験などに頼っていた部分をデータ化し、A1を活用することで効率的な選定が可能
になる。浮いた時間でより深い調査を実施していきたい」と話す。どのような観点でスコア化していくかなどの詳細にっいては「依
えられない」としている。

元国税庁資産課税課長の加藤千博税理士はA1活用にっいて「相続税に関しては名義預金や名義株などが問題になるケースも
多いが、こうした情報を自動的に収集できる現行制度はない。A1活用の効果がすぐに表れるかどぅかは、現時点では分からない」
と指摘する。

一方で、「国税当局が効率的な調査を実施していく上では必要な施策であり、A1にどのような資料を学習させるかが今後の大き
なポイント1こなる。海外不動産の売買仲介をする企業の顧客りストや、暗号資産(仮想通貨)の口座情報企業への出資状況が
分かる資料など様々な資料を収集し分析していくだろう」とみる。

日本経済新聞 2025年3月14日税理士法人チェスターより

【一次分析】各園税局.
税務署が分析

【=次分析】各国税局.
税務智が分析

【潤査選定

^」^

=>

相続税等の申告書データ、
財産債務調書、海外送受金、
生命保険金、金地金等の支
払調書等のデータ

調査実楠】

過去に相続税で申告漏れと
なった事案における不正や
申告誤りの傾向

【一次分析】国税庁が上記データをAI

1で分析・申告漏れりスクをスコア化
【二次分析】各儀税賜・税務碧が分析

【調官選定 ^ 詞責実楠】
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法人税、所得税で先行追徴額は過去最高

法人税や所得税の調査ではすでに人工知能(AI)が活用されている。法人税では中小法人の税務調査で成果を上げ、2023事務
年度の法人などへの追徴税額が過去最高となった。

国税庁は2017年6月に公表した「税務行政の将来像」とする資料で、税務調査でA1を活用する方針を公表。法人税の調査では
22事務年度から運用を本格化させた。資本金1億円未満の中小法人を対象に、税務調査を実施するかどうかの判断でA1を活用
している。

国税庁のまとめによると、23事務年度にA1が判定した対象からの法人・消費税の追徴税額は計1665億円で、前事務年度から
193億円増えた。これらを背景に法人などへの追徴税額が10事務年度以降で最多の3572億円になるなど成果は顕著だ。

所得税の調査でも過去、申告漏れが生じた傾向などをA1で分析して調査先の選定に活用している。23事務年度の申止漏れ所得
金額の総額と追徴税額が過去最高となるなど、効果を発揮している。

レ 所得税の調査等の状況
0 選定にA1を活用するなど、効率的に調査を行った結果、申告漏れ所得金額の総額
及び追徴税額の総額は過去最高を記録

「実地調査」の件数、非違件数、追徴税額の総額及び1件当たりの追徴税額は増
加

「簡易な接触」の申告漏れ所得金額の総額及び1件当たりの申告漏れ所得金額は
増加

.

日本経済新聞 2025年3月14日より

令和5事務年度所得税及び消費税調査等の状況
令和6年れ月国税庁より
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事業者のデジタル化促進

^
闇 5 務 ■

た二. 祈

1 調査等の状況

1 赤昇税の調査等の状況

2 消費税梱人事業者)の調査等の状況

,'及消主,'調査1

Ⅱ トピックス住な取鋤

富裕周C対する調査状況

海外投資等を行っている個人に対する調査状況

インターネット取引を行っている個人に対する調査状況

無申告者に対する調査状況

消費税の還付申告者に対する調査状況

耐昇税の不正還付申告書の課税処理の状況

8

、

令和 6年11月

国税庁

1 調査等の状況

11 所得税の調査等の状況

Ⅲ参翫ナ表

0 事業所得を有する個人の1件当たりの申省届れ所得金額が高額な上位10掛重

0 選定にA1を活用するなど、効率的に調責を行った結果、申告漏れ所得金額の総額
及び追徴税額の総額1ネ過去最高を記録

「実地調責」の件数、非違件数、追徴税額の総額及び1件当たりの追微税額1式増
加

「簡易な接触」の申告漏れ所得金額の総額及び1件当たりの申告漏れ所椙金額は
増加

.

①

h廿PS://WWW.nta.go.jp/information/release/kokuzeicho/2024/shotoku shohiゆdf/shotoku shohi.pdf

調沓等件数及び申告漏れ等の非違があった件数の状況

「実地調査」と「簡易な捜触」を合わせた「調査等」の合計件数は、 60 万5十

件(前事務年度63万8千件)。うち卵告漏れ等の非違があった件数は31万1千

件(同33万8干件)となっています。

ψ交地調責の件数は、 4万8千件(10」斗万6千件)。うち、侍別調責.一般調資が3
万7T件(同 3万5T件)、着眼調査か'1万件 U百」1万IT件)となっています。
y 簡易な接飢の件数は、 55万8干舛(同59万2千件)となってぃます'

゛ー

②申告漏れ所得(調査等の対裁となった全ての年分の合計)金額の状況

声「実地調査」と「簡易な接触」を合わせた「調査等」による申告漏れ所得金額は、

9,964億円(同 9,041億円)となうています。

ゾ実地調査によろ申告漏れ所得金鶴は、 5,516 億円(同 5,594億円)、うち特別調
査・一般調杏によるものは 5ρ81億円(同 5,204 億円)、着眼調査によるものは
435億円(同 390億円)とな力てぃます。

ゾ簡易な接触にょる申告漏れ戸耐与余額は、 4,448億円(同3,448億円)となってぃ
ます、

B)追徴税額(調査等の対象となった全ての年分の合計で加算税を含む。)の状況

戸「実地調否」と「簡易な接触」を合わせた「調青等」にょる追徴税額は、 1,398
イ意円(同 1,368億円)と、過去最高となっています,

y 実地詞査による追徴税額は、 1,066 億円(同 1,015イ意角)。うち特別詞査.一般
調斉にょるものは 1,019億円(同 980億円)、着眼調齊による千,のは4フィ意円(同
35 億円}とな.つています.実地三用査による迫徴税客負を 1件当たりでみると、 224
万円(同 219万円)となっています。

J 問易な按触による追徴税額は、 332僚円(同353億円)となっくいます。

一
一
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課税・徴収事務の効率化・高度化

AI・データ分析の活用

A1も活用しなかち幅広いデータを分析することにより、申告漏れの可能性が高い納税者等の判定や、
応じた対応の判別を行うなど、課税・徴収の効率化・高度化に取り組んでいきます。

収集した様々なデータを、 BAツール'プログラミング言語を用いて続計分析・機械学習等の手法により分析するしとで、申止漏れの可叱性が古い納税者等を判定
し、ぞの分析結果を活用することで、効率的な調査・行政指導を実施し、調査必要度の高い納税者には深度ある調査をliう嬰郵毛進めていま三.。______^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

1◆様々なデータを収集し、分析用に加工',◆BAツール・ブログラミング哉吾を用いてデータを分析【AI・機械学習】 1 1◆データ分舒の柘果を活用L,効率的か調査.:
1 : 1◆過去の調査事績等の傾向から、庄告漏れの可能性が高い納税者を判定 11行政拓道や加度ある調査を実施 1

申告漏れの可能性が高い納税者等の判定

由告・決算
信柁

資料1百祁

、ーーーーーーーー雫一ーーーーー●一ーーー

※ BA (Buslness Analytlcs)ツール・

滞納者への最適な接触方法等の予測

BAツール・プログラミング言語を用いて、滞納者の各種情報(過去の接触事績、 申告書データ、業種等)
話催告、臨捌崔告、文書催告)を予測し、効率的な滞納整理を実施します。
集中電話催告センター室においては、滞納者の情亨&(規模・業種等)や過去の架電履歴等を分析し、曜日.
の観点を追加したコールリスト(A1コールリスト)に基づき架電する等により、応答率の向上を図ります。

調査暑雁

＼データ加工

火曜日9持台
に架電

蓄積さ究是昊量デー1易ち幌罫芬覇で私;ま三「,;"の局屋ネニ;〒牢;ミ三甫よ77三アil、1発見し鳥lrαデ式勗三思ーヲ!丁゛'ーー卿一ーーーーーー

RAツール

ブログラミング言語

^^^^

税務行政のデジタル・トランスフォーメーション税務行政の将来像2023 令和5年6月23日 国税庁より

統計分析・機械学習等

◆接触方法の予測結臭のイメージ

h廿PS://WWW.nta.go.jp/abouvintroduction/torikumvdigitaltransformation2023/index.htm

、

惚、

藤睡、'

藤.・一仁'"ー

C社

0.925

0.516

0.103

-0.103 0.412
^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^闇^

0.109 0.801"」^
.

0.789 0.320

Ⅲ課税・徴収事務の効率化・高度化等

^^^^^^^^^^

授触できる
可能性の高さを
スコアで提示

滞納者の状況に

臨場催告

■■

◎̂

ノ

'..01'ー

9

を基に、滞納者ごとに接触できる可能性の高い方法(電

時間絹ごとの応答予}則モデルを構築した上で、応答予測

苫馳 ",:'・1

電話催告

、

プログフミング言語

◆応答予測結果のイメーシ

D社の応答予測

E 一の

A社の応答予測

^解直^^
R時0.?280.8剥

9時0.5530.915 ・

坐: }司
応答する司能性
の高さをスコア
で提宗
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課税・徴収事務の効率化・高度化

システムの高度化

以下のコンセプトに基づき、基幹システムを刷新します。

才書面中帥ちデータ中心の事務処理(紙之旦三二皇)
=才 税目別・事務系統別のデータベース・アプリケーションの統合(,宝りシステムの..爪冒)
コ 独自の大型コンピユータ(メインフレーム)からオープンなシステムへの刷新(メインフレームからの.去)
【現状】

納税者

各税務署・国税局

、 N、.'......%

田

調査先等

急一Tax

》出力帳票で事務処理
〆出力帳票による害面決裁
〆各種分析は以ソフトで寓
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外部データ
・インタ・ネツト
^
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昭

課税

凡例E弱便ヨGD{至Σ1囲諭理師、イメー・、往り、物理的,桜能配置や構成を二〔。

【令和8午度】
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納税者

Ⅲ課税・徴収事務の効率化・高度化等(参考)

^

債権管理

各税務署・国税局

今〒

税務行政のデジタル・トランスフォーメーシヨンー税務行政の将来像2023-令和5年6月23日国税庁より

入

ンシステム上で事務処理
》電子決裁
トシステム上でデータ分祈

調責先等

【入力系】

e-Tax .
AI-OCR
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所得税

課税

法人税
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【蓄積・勘定系】
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事業者のデジタル化促進

事業者の業務のデジタル化(概念図)

税務手続のデジタル化と併せて、経済取引や業務もデジタル化することによし/、事業者が日頃行う事務処理の一貫したデ
ジタル処理が可能となり、単純誤りの防止による正確性の向上や事務の効率化による生産性の向上等といったメリットを古
受できるものとえ'.、

'

個人事業主

命ヨ

ひ"ソソ 1'重ド戸帰師

企業

①受発注・納品・請求

記帳・自動消込

^^^^
.安DI

E D I

名フ丁ーズの施策

.'.

!己1'干・

(その他事業者のデジタル化促進のための施策)
'マイページで自己情報の確認、タツクスアンサー、チャツトボツト、年末調整の電子化、マイナンバーカード取得促進

、、
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」

尭注.ーヤ

税務行政のデジタル・トランスフォーメーション税務行政の将来像2023 令和5年6月23日 国税庁より

」、、

【共通】竃子帳簿保存制度、 1T導入補助金

②支払・入金

Ipepp01

ht如S://WWW.nta.go.jp/abouvintroduction/torikumvdigitaltransformation2023/index.htm
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Ⅳ事業者のデジタル化促進
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・ R-Tax (自宅からの0-Tax ・完全e-T3×)
・マイナボータル連携(給与の源泉徴収票含む)
・クラウドサービス等を利用した法定調書の提出
・キャツシユレス納付・納税情報の添付自動化
1・公金受取口座の登録・利用
・国,地方のデータ連携
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2.生成A1活用実践例
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DXりテラシー

DXりテラシー標準の全体像

標準策定のねらい

ビジネスハーソ:,一人ーノ、がDXL開寸るりテラ三一奄島ILコけること亡、
DX4:自分事ととらえ.変革に向けて行動で告るよ5になる

What

DXで活用さ才1.る

データ・技術

J ビジネ人の場で活用されτ
いるブータやブジタル技術
IL開する扣凱を定義

Whv
DXΦ門景

〆 DXの重要性を理解するた
めに噂要な、;士会、.翻.客'
'ーザー、続争.1累境山変
化に関゛る知識令定ミ

→DXに関するリ丁ラシーとしτ

鳥に')けるべさ知三哉■掌習の
指針とする

マインド・スタンス

〆吐合唱:化爵中で新たな価値を生み山すために必要ぽ意識・姿塾・行動を'義

→伺ノ、.が白身0)1丁動駈,」'Ⅷ返るためm指す.1かコ、組繍.・企業がDX推進や持毓的成長竜実玩するため{L、描成員{、求
める意識,姿勢,行動ケ扮討゛るテ旨封!:゛る

デジタルスキル標準 Ver.1.22024年7月 IPA https://WWW.meti.go.jp/policy爪_policy小nzavski11_standard/20240708、gp、1.pdf

→DXに閨するり;ヨシーとして

鳥につけるべさ如'謎の掌当の
指rとする

HOVV

データ・赦術の利活用

ゾピジネ人の場でナータヤ,,十ジ
タ」W支術を刊11」する方法
や、活.明事例、「門怠」呉、1L
開4る王U識を定義

→ DXに関する1ノアラシーとしτ

烏につけるべさ如三謡の掌当の
指針とする
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DXりテラシー

く畢) DXりテラシー標準 項目一覧^

＼、_,,"

DXりテラシー標準策定のねらい

ビジネ式ノてーソンー人一人がDXに閃するりテラシーを身にっけることで、DXを自分事ととらえ、女革に向けτ行動できるよ引こなる

Wh DXの背景

壮会の変化

顧客価麺●璽→ヒ

就争環境の変化

WhatDXで活用されるデータ・技補

マインド・スタンス

デザイン思考/アヲヤイルな倒き方

新たな価値を生み出す
基礎としてのマインド・スタンス

データ

テジタル
技緬

牡会におけるデータ

データを爵む・説明する

チータを蝦う

データによコて判断する

今後も継続的ILDXの仕り方■変化を捉え必要な改訂を行う,

デジタルスキル標準 Ver.1.22024年7月 IPA https://WWW,meti.go.jp/policy爪_policy小nzai/ski11_standard/20240708、gp,1. df

ウラウト

ハード0エア・りフトウエア

ホ当トワーウ

顧唇,ユーザ」への共感

変化への地応

轟1

HOW データ・技術の刑活用

活用事伊」・
利用方法

留昂卓

〒ータ・チジタル控梢の活用事棚」

Wール馴用

ヨ,圭bーシヨン

常偲転と5われない発恕

セギユリティ

モラル

コンブ3イアンス

柔軟な怠思決定

反復的なアブローチ

事臭に甚ゴ(制断
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